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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ロングターム反転駆動の表示品位を高める液晶
表示装置を提供する。
【解決手段】複数の走査信号線と複数のデータ信号線と
を備え、１本の走査信号線を選択するために１個の走査
パルスが出力され、各データ信号線に一垂直走査期間ご
とに極性が反転するデータ信号が出力されるとともに、
同一の垂直走査期間には、任意のデータ信号線およびこ
れに隣接するデータ信号線の２本のデータ信号線に互い
に逆極性となるデータ信号が出力される液晶表示装置で
あって、走査パルスが２個ずつ順次出力され、２個の走
査パルス（例えば、Ｐｉ・Ｐｊ）が立ち下がるタイミン
グで、２個の走査パルス（例えば、Ｐｍ・Ｐｎ）が立ち
上がる。こうすれば、データ信号線に一定期間（例えば
、１Ｖ）ごとに極性が反転するデータ信号を供給する液
晶表示装置の表示品位を高めることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行方向に伸びる複数の走査信号線と、列方向に伸びる複数のデータ信号線とが設けられ
た表示装置であって、
　各データ信号線に、一垂直走査期間あるいは複数垂直走査期間または複数水平走査期間
ごとに極性が反転するデータ信号が出力され、
　同一水平走査期間には、任意のデータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ
信号線とに互いに逆極性となるデータ信号が出力され、
　走査信号線がＮ本ずつ（Ｎは１以上の整数）順次アクティブ状態とされ、
　Ｎ本の走査信号線がアクティブ状態から非アクティブ化されるタイミングで、別のＮ本
の走査信号線が非アクティブ状態からアクティブ化され、
　複数の画素が列方向に並べられた１つの画素列に対応して、該画素列の中央より左側に
位置するデータ信号線と、該画素列の中央より右側に位置するデータ信号線とが設けられ
、
　上記画素列には、トランジスタを介して、上記画素列の中央より左側に位置するデータ
信号線に接続される画素と、上記トランジスタとは異なるトランジスタを介して、上記画
素列の中央より右側に位置するデータ信号線に接続される画素とが含まれることを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　１本の走査信号線は、これに供給される１つの走査パルスの立ち上がりによってアクテ
ィブ化された後にこの走査パルスの立ち下がりによって非アクティブ化されるか、または
、これに供給される１つの走査パルスの立ち下がりによってアクティブ化された後にこの
走査パルスの立ち上がりによって非アクティブ化されることを特徴とする請求項１記載の
表示装置。
【請求項３】
　Ｎが２以上であることを特徴とする請求項１または２記載の表示装置。
【請求項４】
　自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスがアクティブ化し、自段
に対応する水平走査期間の終了と同時に自段の走査パルスが非アクティブ化することを特
徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスがアクティブ化し、自段
に対応する水平走査期間の終了と同時に自段の走査パルスが非アクティブ化することを特
徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　データ信号線の断線修正を行うための予備配線が設けられ、
　断線修正されたデータ信号線には、一方端からデータ信号が入力されるとともに、予備
配線を経由して他方端からも該データ信号が入力されることを特徴とする請求項１～５の
いずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　Ｎが２であって走査信号線が２本ずつ同時選択され、
　上記複数の画素それぞれが１つ以上の画素電極を含むことを特徴とする請求項１～６の
いずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　第１画素列に含まれる各画素電極は、第１画素列に対応して設けられた２本のデータ信
号線それぞれに重なるように配され、第２画素列に含まれる各画素電極は、第２画素列に
対応して設けられた２本のデータ信号線それぞれに重なるように配されていることを特徴
とする請求項７記載の表示装置。
【請求項９】
　第１および第２画素列それぞれにおいて、連続する２つの画素の一方に含まれる画素電
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極がトランジスタを介して接続されるデータ信号線と、他方に含まれる画素電極がトラン
ジスタを介して接続されるデータ信号線とが異なっており、
　上記連続する２つの画素の一方に含まれる画素電極が接続されるトランジスタが、同時
選択される２本の走査信号線の一方に接続され、上記連続する２つの画素の他方に含まれ
る画素電極が接続されるトランジスタが、同時選択される上記２本の走査信号線の他方に
接続されていることを特徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項１０】
　同一水平走査期間には、１画素列に対応する２本のデータ信号線に異なる極性のデータ
信号が供給されることを特徴とする請求項９記載の表示装置。
【請求項１１】
　同一水平走査期間には、それぞれが異なる画素列に対応し、かつ互いに隣り合う２つの
データ信号線に異なる極性のデータ信号が供給されることを特徴とする請求項１０記載の
表示装置。
【請求項１２】
　同一水平走査期間には、それぞれが異なる画素列に対応し、かつ互いに隣り合う２つの
データ信号線に同じ極性のデータ信号が供給されることを特徴とする請求項１０記載の表
示装置。
【請求項１３】
　１つの画素に複数の画素電極が設けられていることを特徴とする請求項１～１２のいず
れか１項に記載の表示装置。
【請求項１４】
　複数の保持容量配線を備え、
　１つの画素に設けられた２つの画素電極が、同一の走査信号線に繋がる別々のトランジ
スタを介して同一のデータ信号線に接続され、一方の画素電極が保持容量配線と容量を形
成し、他方の画素電極が別の保持容量配線と容量を形成していることを特徴とする請求項
１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　１つの画素に設けられた２つの画素電極が容量を介して接続され、一方の画素電極のみ
が１本の走査信号線に繋がるトランジスタを介してデータ信号線に接続されていることを
特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１６】
　複数の保持容量配線を備え、
　１つの画素に設けられた２つの画素電極が、同一の走査信号線に繋がる別々のトランジ
スタを介して同一のデータ信号線に接続されるとともに、一方の画素電極が別の走査信号
線に繋がるトランジスタを介して、保持容量配線と容量を形成する容量電極に接続されて
いることを特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１７】
　１つの画素に対応して２本のデータ信号線が設けられ、
　上記画素に設けられた２つの画素電極の一方が、同一の走査信号線に繋がる２つのトラ
ンジスタの一方を介して上記２本のデータ信号線の一方に接続され、上記２つの画素電極
の他方が、上記２つのトランジスタの他方を介して上記２本のデータ信号線の他方に接続
されていることを特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１８】
　上記複数の走査信号線と複数のデータ信号線とが形成された基板に、櫛形の画素電極と
共通電極とが形成されていることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の表示装置を備えることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信するチューナ部とを備え
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ることを特徴とするテレビジョン受像機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ信号線に一定期間ごとに極性が反転するデータ信号が供給される液晶
表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置ではデータ信号線に生じる寄生抵抗や寄生容量等によってソース信号（デ
ータ信号線の電位波形）に鈍りが生じ、特に大型の液晶パネルを駆動する場合には、時間
的に隣接する２つのゲートパルスを間隔なく連続させると、水平走査期間の冒頭において
自段の画素に前段に対応するソース信号の鈍り部分が書き込まれる現象が起こる。そこで
、特許文献１には、時間的に隣接する２つのゲートパルスの一方と他方との間に一定の間
隔を設ける手法（図３５参照）が開示されている。
【０００３】
　一方、データ信号線の駆動方法としては一水平走査期間（１Ｈ）ごとに極性が反転する
データ信号を供給する方法（１Ｈ反転駆動）が一般的であるが、この方法では液晶パネル
の大型化や高速駆動化に伴ってデータ信号の鈍りが大きくなり、画素充電率が低下したり
消費電力が増加したりするといった問題が生じていた。そこで、データ信号線に一垂直走
査期間あるいは複数垂直走査期間ごとに極性が反転するデータ信号を供給する一方、同一
水平走査期間には任意のデータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ信号線と
に互いに逆極性となるデータ信号を供給する方法（１Ｖ反転駆動あるいはｎＶ反転駆動）
や、データ信号線に複数水平走査期間ごとに極性が反転するデータ信号を供給する一方、
同一水平走査期間には任意のデータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ信号
線とに互いに逆極性となるデータ信号を供給する方法（ｎＨ反転駆動）が採用されだして
いる。以下では、上記の１Ｖ反転駆動、ｎＶ反転駆動およびｎＨ反転駆動をまとめてロン
グターム（ＬＴ）反転駆動と称する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００８－００９３６８号公報（公開日：２０
０８年１月１７日）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで本願発明者らは、ＬＴ反転駆動において図３５のように時間的に隣接する２つの
ゲートパルスの一方と他方との間に一定の間隔を設けると以下の問題が生じることを見出
した。
【０００６】
　すなわち、データ信号線と走査信号線の交差部に生じる寄生容量に起因して、ゲートパ
ルスの立ち上がり時（走査期間の開始時）および立ち下がり時（走査期間の終了時）にデ
ータ信号線の電位にリップル（波状の変動）が生じ、さらに図３６に示すように、このリ
ップルの大きさがデータ信号の供給源から離れる（データ信号線の寄生抵抗が大きくなる
）にしたがって大きくなり、例えばソースドライバから離れた画面下部の色みが変化する
等の表示品位の低下を招来している。これは、ＬＴ反転駆動では、同一データ信号線に長
期間同一極性のデータ信号が供給されることと、任意のデータ信号線およびこれの一方の
側に隣接配置されるデータ信号線の電位が常時逆極性であるために、液晶パネルの高精細
化も相まってこれらデータ信号線間の寄生容量が顕在化することとが要因になっているも
のと考えられる。また、このような表示品位の低下は、走査信号線を２本ずつ同時選択し
ていくような場合に顕著である。
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【０００７】
　本発明は、ＬＴ反転駆動を行う液晶表示装置の表示品位を高めることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の表示装置は、複数の走査信号線と複数のデータ信号線とが設けられた表示装置
であって、各データ信号線に、一垂直走査期間あるいは複数垂直走査期間または複数水平
走査期間ごとに極性が反転するデータ信号が出力され、同一水平走査期間には、任意のデ
ータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ信号線とに互いに逆極性となるデー
タ信号が出力され、走査信号線がＮ本ずつ（Ｎは１以上の整数）順次アクティブ状態とさ
れ、Ｎ本の走査信号線がアクティブ状態から非アクティブ化されるタイミングで、別のＮ
本の走査信号線が非アクティブ状態からアクティブ化されることを特徴とする。換言すれ
ば、Ｎ本の走査信号線がアクティブ状態から非アクティブ化されるのと実質的に同時とな
るように、別のＮ本の走査信号線が非アクティブ状態からアクティブ化される。
【０００９】
　上記構成によれば、Ｎ本の走査信号線が非アクティブ化するタイミングで、別のＮ本の
走査信号線がアクティブ化するため、Ｎ本の走査信号線の非アクティブ化（例えば、Ｎ個
の走査パルスの立ち下げ）によってデータ信号線が受ける影響（例えば、電位の突き下げ
）が、Ｎ本の走査信号線のアクティブ化（例えば、Ｎ個の走査パルスの立ち上げ）によっ
てデータ信号線が受ける影響（例えば、電位の突き上げ）によって概ね打ち消される。こ
れにより、ＬＴ反転駆動においてもデータ信号線の電位に生じるリップル（波状の変動）
を小さくすることができ、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがっ
て大きくなるような現象（図３６参照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように、本表示装置によれば、ＬＴ反転駆動においてもデータ信号線の電位に生
じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大きさがデータ信号の
供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象を抑え、表示品位を高めることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態１にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートである
。
【図２】実施の形態１にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図３】図１の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【図４】実施の形態１にかかる液晶表示装置の他の駆動方法を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】図２の液晶パネルの具体例を示す平面図である。
【図６】図５の液晶パネルの矢視断面図である。
【図７】図２に示す液晶パネルの他の具体例を示す平面図である。
【図８】図７の液晶パネルの矢視断面図である。
【図９】実施の形態１にかかる液晶パネルでのデータ信号線の断線修正方法を示す模式図
である。
【図１０】実施の形態１にかかる液晶パネルの他の構成を示す等価回路図である。
【図１１】図１０の液晶パネルを備えた液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャー
トである。
【図１２】図１１の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【図１３】実施の形態２にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図１４】実施の形態２にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図１５】図１４の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
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【図１６】実施の形態２にかかる液晶表示装置の他の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【図１７】図１３の液晶パネルの具体例を示す平面図である。
【図１８】図１７の液晶パネルの矢視断面図である。
【図１９】実施の形態３にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図２０】実施の形態３にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図２１】図２０の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【図２２】実施の形態４にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図２３】実施の形態４にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図２４】図２３の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【図２５】実施の形態５にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図２６】実施の形態５にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図２７】図２６の駆動方法による液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【図２８】実施の形態３にかかる液晶パネルの構成を示す等価回路図である。
【図２９】実施の形態３にかかる液晶表示装置の駆動方法を示すタイミングチャートであ
る。
【図３０】実施の形態３にかかる液晶表示装置の他の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【図３１】本液晶表示装置の全体構成を説明するブロック図である。
【図３２】本液晶表示装置の機能を説明するブロック図である。
【図３３】本テレビジョン受像機の機能を説明するブロック図である。
【図３４】本テレビジョン受像機の構成を示す分解斜視図である。
【図３５】液晶表示装置の従来の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図３６】ＬＴ反転駆動において図３５の駆動方法を用いたときの問題点を説明する模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本実施の形態を、図１～３４を用いて説明すれば、以下のとおりである。なお、説明の
便宜のため、以下では走査信号線の延伸方向を行方向とする。ただし、本液晶パネル（あ
るいはこれに用いられるアクティブマトリクス基板）を備えた液晶表示装置の利用（視聴
）状態において、その走査信号線が横方向に延伸していても縦方向に延伸していてもよい
ことはいうまでもない。なお、液晶パネルを示す図面では、配向規制用構造物を適宜省略
記載している。
【００１３】
　〔実施の形態１〕
　図２は実施の形態１にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図２に示すよ
うに、本液晶パネルでは、データ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙがこの順に並べ
られ、行方向（図中左右方向）に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・１６ｎ・
１６ｗ・１６ｕがこの順に並べられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走査信号線１６
ｉの交差部に対応して画素１０1が設けられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走査信
号線１６ｊの交差部に対応して画素１０２が設けられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよ
び走査信号線１６ｍの交差部に対応して画素１０３が設けられ、データ信号線１５ｘ・１
５ｙおよび走査信号線１６ｎの交差部に対応して画素１０４が設けられ、データ信号線１
５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｉの交差部に対応して画素１０５が設けられ、データ
信号線１５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｊの交差部に対応して画素１０６が設けられ
、データ信号線１５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｍの交差部に対応して画素１０７が
設けられ、データ信号線１５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｎの交差部に対応して画素
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１０８が設けられ、画素１０１・１０５に対応して保持容量配線１８ｐが設けられ、画素
１０２・１０６に対応して保持容量配線１８ｑが設けられ、画素１０３・１０７に対応し
て保持容量配線１８ｒが設けられ、画素１０４・１０８に対応して保持容量配線１８ｓが
設けられている。
【００１４】
　ここで、画素１０１～１０４を含む画素列αに隣接して、画素１０５～１０８を含む画
素列βが配され、データ信号線１５ｘ・１５ｙは画素列αに対応して設けられ、データ信
号線１５Ｘ・１５Ｙは画素列βに対応して設けられている。
【００１５】
　さらに、各画素には１つずつ画素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉは、走査
信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素
１０２の画素電極１７ｊは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊを介してデー
タ信号線１５ｙに接続され、画素１０３の画素電極１７ｍは、走査信号線１６ｍに繋がる
トランジスタ１２ｍを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０４の画素電極１７
ｎは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２ｎを介してデータ信号線１５ｙに接続
され、画素１０５の画素電極１７Ｉは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２Ｉを
介してデータ信号線１５Ｙに接続され、画素１０６の画素電極１７Ｊは、走査信号線１６
ｊに繋がるトランジスタ１２Ｊを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０７の画
素電極１７Ｍは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２Ｍを介してデータ信号線１
５Ｙに接続され、画素１０８の画素電極１７Ｎは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジス
タ１２Ｎを介してデータ信号線１５Ｘに接続される。
【００１６】
　なお、画素１０１の画素電極１７ｉおよび画素１０５の画素電極１７Ｉが接続される走
査信号線１６ｉと、画素１０２の画素電極１７ｊおよび画素１０６の画素電極１７Ｊが接
続される走査信号線１６ｊとが同時選択される（後述）。また、画素１０３の画素電極１
７ｍおよび画素１０７の画素電極１７Ｍが接続される走査信号線１６ｍと、画素１０４の
画素電極１７ｎおよび画素１０８の画素電極１７Ｎが接続される走査信号線１６ｎとが同
時選択される（後述）。
【００１７】
　また、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉ・１７Ｉそれぞれとの間に保持容量が形成
され、保持容量配線１８ｑと画素電極１７ｊ・１７Ｊそれぞれとの間に保持容量が形成さ
れ、保持容量配線１８ｒと画素電極１７ｍ・１７Ｍそれぞれとの間に保持容量が形成され
、保持容量配線１８ｓと画素電極１７ｎ・１７Ｎそれぞれとの間に保持容量が形成され、
各画素電極と共通電極ｃｏｍとの間に液晶容量が形成される。
【００１８】
　図１は、図２の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の駆動
方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｘ・Ｓｙ・ＳＸ・ＳＹはそれぞれデータ
信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙに供給されるデータ信号（データ信号）を示し、
ＧＰｉ・ＧＰｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎ・ＧＰｗ・ＧＰｕはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６
ｊ・１６ｍ・１６ｎ・１６ｗ・１６ｕに供給されるゲートパルス信号を示している。また
、図３（ａ）は図２の一部の模式図であり、図３（ｂ）～（ｄ）は、図１のｋ番目の水平
走査期間から（ｋ＋２）番目の水平走査期間における、図３（ａ）の部分への書き込み状
態を示す模式図である。
【００１９】
　本駆動方法では、図１に示されるように、走査信号線を２本ずつ同時選択していきつつ
、データ信号線に一垂直走査期間（１Ｖ）ごとに極性が反転するデータ信号を供給し、同
一垂直走査期間においては、１画素列に対応する２本のデータ信号線に供給するデータ信
号（信号電位）を異なる極性とするとともに、それぞれが異なる画素列に対応して設けら
れ、互いに隣り合う２つのデータ信号線に供給するデータ信号を異なる極性とする。そし
て、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、２個の走査パルスを立ち上げ、自段に
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対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次段に対応する水平
走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の走査パルスを立ち
下げる。
【００２０】
　具体的には、連続するフレームＦ１・Ｆ２のＦ１では以下の駆動方法となる。まずＦ１
においてはデータ信号線１５ｘ・１５Ｘにはプラス極性のデータ信号を供給し、データ信
号線１５ｙ・１５Ｙにはマイナス極性のデータ信号を供給する。
【００２１】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉのパルスＰｉとゲートパルス
信号ＧＰｊのパルスＰｊとを立ち上げ、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の
水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉとパルスＰｊとを立ち下げる。
【００２２】
　これにより、図３（ａ）（ｂ）に示すように、画素１０１の画素電極１７ｉにはプラス
極性、画素１０２の画素電極１７ｊにはマイナス極性、画素１０５の画素電極１７Ｉには
マイナス極性、画素１０６の画素電極１７Ｊにはプラス極性のデータ信号が書き込まれる
。
【００２３】
　また、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｍのパルス
Ｐｍとゲートパルス信号ＧＰｎのパルスＰｎとを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査期
間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち下げる。
【００２４】
　これにより、図３（ａ）（ｃ）に示すように、画素１０３の画素電極１７ｍにはプラス
極性、画素１０４の画素電極１７ｎにはマイナス極性、画素１０７の画素電極１７Ｍには
マイナス極性、画素１０８の画素電極１７Ｎにはプラス極性のデータ信号が書き込まれる
。
【００２５】
　さらに、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｗのパル
スＰｗとゲートパルス信号ＧＰｕのパルスＰｕとを立ち上げ、（ｋ＋３）番目の水平走査
期間の開始と同時にパルスＰｗとパルスＰｕとを立ち下げる。これにより、走査信号線１
６ｗに接続する画素電極と走査信号線１６ｕに接続する画素電極とに、図３（ｄ）に示す
ような極性のデータ信号が書き込まれる。
【００２６】
　以上から、Ｆ１において各画素に書き込まれるデータ信号の極性分布をドット反転状と
することができる。
【００２７】
　一方、Ｆ２では以下の駆動方法となる。まずＦ２においてはデータ信号線１５ｘ・１５
Ｘにはマイナス極性のデータ信号を供給し、データ信号線１５ｙ・１５Ｙにはプラス極性
のデータ信号を供給する。
【００２８】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉのパルスＰｉとゲートパルス
信号ＧＰｊのパルスＰｊとを立ち上げ、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の
水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉとパルスＰｊとを立ち下げる。
【００２９】
　これにより、画素１０１の画素電極１７ｉにはマイナス極性、画素１０２の画素電極１
７ｊにはプラス極性、画素１０５の画素電極１７Ｉにはプラス極性、画素１０６の画素電
極１７Ｊにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれる。
【００３０】
　また、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｍのパルス
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Ｐｍとゲートパルス信号ＧＰｎのパルスＰｎとを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査期
間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち下げる。
【００３１】
　これにより、画素１０３の画素電極１７ｍにはマイナス極性、画素１０４の画素電極１
７ｎにはプラス極性、画素１０７の画素電極１７Ｍにはプラス極性、画素１０８の画素電
極１７Ｎにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれる。
【００３２】
　さらに、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｗのパル
スＰｗとゲートパルス信号ＧＰｕのパルスＰｕとを立ち上げ、（ｋ＋３）番目の水平走査
期間の開始と同時にパルスＰｗとパルスＰｕとを立ち下げる。
【００３３】
　以上から、Ｆ２においても各画素に書き込まれるデータ信号の極性分布をドット反転状
とすることができる。
【００３４】
　本液晶表示装置では、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、２個の走査パルス
を立ち上げるため、２個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受ける影響（電
位の突き下げ）が、２個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受ける影響（電
位の突き上げ）によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においてもデータ信号
線の電位に生じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大きさが
データ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参照）を抑え
、表示品位を高めることができる。
【００３５】
　また、本液晶表示装置では、２本の走査信号線を同時選択していくことができるため、
各画素の書き込み時間をそのままにして画面の書き込み時間を半減することができる。す
なわち、本液晶表示装置は倍速駆動（１２０Ｈｚ駆動）等の高速駆動に好適である。
【００３６】
　また、本液晶表示装置は、各データ信号線に一垂直走査期間中同極性のデータ信号を供
給しつつドット反転駆動を実現する構成であるため、低消費電力化に加え、大型化や高速
駆動にも好適といえる。
【００３７】
　図１の駆動方法では、自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを
立ち上げ、次段に対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と
同時に自段の走査パルスを立ち下げているがこれに限定されない。例えば、図４に示すよ
うに、前段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次段に
対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の走査
パルスを立ち下げてもよい。この場合、走査パルスの幅は２Ｈとなる。
【００３８】
　具体的には、（ｋ－１）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｉとパルスＰｊと
を立ち上げ、ｋ番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち上げ
、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時にパルス
ＰｉとパルスＰｊとを立ち下げるとともに、パルスＰｗとパルスＰｕとを立ち上げる。
【００３９】
　図４の駆動方法では、パルスの前半（１Ｈ）でプリチャージして後半（１Ｈ）で本チャ
ージすることができるため、画素充電率を高めることができる。もちろんこの場合におい
ても、２個の走査パルスが立ち下がるタイミングで、２個の走査パルスが立ち上がるため
、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象
（図３６参照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【００４０】
　図２の液晶パネル（画素１０１・１０２・１０５・１０６の部分）の一具体例を、図５
の平面図およびその矢視断面図である図６に示す。本液晶パネルのアクティブマトリクス
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基板では、透明基板３１上に、行方向に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊと、行方向に
延伸する保持容量配線１８ｐ・１８ｑとが形成され、これらを覆うようにゲート絶縁膜４
３が形成され、ゲート絶縁膜４３上には、列方向に延伸するデータ信号線１５ｘ・１５ｙ
・１５Ｘ・１５Ｙと、トランジスタ１２ｉ・１２ｊ・１２Ｉ・１２Ｊそれぞれの半導体層
（ｉ層およびｎ＋層）並びにソース電極およびドレイン電極と、ドレイン引き出し電極２
７と、容量電極３７と、延伸配線４７とを含むメタル層が形成される。また、このメタル
層を覆うように無機層間絶縁膜２５が形成され、その上層に無機層間絶縁膜２５よりも厚
い有機層間絶縁膜２６が形成される。さらに、有機層間絶縁膜２６上に、画素電極１７ｉ
・１７ｊ・１７Ｉ・１７Ｊが形成され、これらを覆うように配向膜９が形成されている。
なお、コンタクトホール１１の形成部では無機層間絶縁膜２５および有機層間絶縁膜２６
が刳り貫かれ、画素電極と容量電極３７とが接触している。一方、カラーフィルタ基板３
０では、ガラス基板３２上にブラックマトリクス１３および着色層（カラーフィルタ層）
１４が形成され、その上層に共通電極（ｃｏｍ）２８が形成され、さらにこれを覆うよう
に配向膜１９が形成されている。
【００４１】
　本液晶パネルでは、例えば、画素電極１７ｊの走査方向上流側のエッジは、走査信号線
１６ｉの走査方向下流側のエッジと重なる一方、画素電極１７ｊの走査方向下流側のエッ
ジは、走査信号線１６ｊの走査方向上流側のエッジと重なっており、平面的に視ると、画
素電極１７ｊの列方向に沿う２つのエッジは、データ信号線１５ｘおよびデータ信号線１
５ｙの外側に位置している。また、保持容量配線と容量電極とがゲート絶縁膜を介して重
なる部分に保持容量が形成されている。
【００４２】
　図２に示す液晶パネル（画素１０１・１０２・１０５・１０６の部分）の他の具体例を
、図７の平面図およびその矢視断面図である図８に示す。本液晶パネルのアクティブマト
リクス基板では、透明基板３１上に、行方向に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊと、行
方向に延伸する保持容量配線１８ｐ・１８ｑとが形成され、これらを覆うようにゲート絶
縁膜４３が形成され、ゲート絶縁膜４３上には、列方向に延伸するデータ信号線１５ｘ・
１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙと、トランジスタ１２ｉ・１２ｊ・１２Ｉ・１２Ｊそれぞれの半
導体層（ｉ層およびｎ＋層）並びにソース電極およびドレイン電極と、容量電極３７と、
共通電極ｃｏｍとを含むメタル層が形成される。また、このメタル層を覆うように無機層
間絶縁膜２５が形成され、無機層間絶縁膜２５上に、櫛型の画素電極１７ｉ・１７ｊ・１
７Ｉ・１７Ｊが形成され、これらを覆うように配向膜９が形成されている。なお、コンタ
クトホール１１の形成部では無機層間絶縁膜２５が刳り貫かれ、画素電極と容量電極３７
とが接触している。また、コンタクトホール１１１の形成部ではゲート絶縁膜４３が刳り
貫かれ、共通電極ｃｏｍと保持容量配線とが接触している。一方、カラーフィルタ基板３
０では、ガラス基板３２上にブラックマトリクス１３および着色層（カラーフィルタ層）
１４が形成され、これらを覆うように配向膜１９が形成されている。
【００４３】
　本液晶パネルでは、櫛型の画素電極と共通電極ｃｏｍとの間に生じる斜め電界によって
液晶の透過率が制御されるため、視野角特性の向上が可能となる。
【００４４】
　本液晶表示装置には、図９（ａ）に示すように、データ信号線の断線を修正するための
予備配線ＰＷを設けておくことが望ましい。予備配線ＰＷは表示領域を取り囲むように引
き回されており、例えば図９（ｂ）に示すように、データ信号線１５ｘが断線した場合に
は、データ信号線１５ｘの入力端（ソースドライバに最も近い箇所）近傍と出力端（ソー
スドライバに最も遠い場所）近傍とを予備配線ＰＷに接続する（図９（ｃ）参照）。こう
すれば、断線箇所以降の部分（箇所断線箇所から出力端までの部分）にも、予備配線ＰＷ
を介してデータ信号を送ることができ、データ信号線１５ｘの断線を修正することができ
る。
【００４５】
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　ここで、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるよ
うな現象がある場合（図３６参照）にデータ信号線の予備配線を行うと、断線箇所以降の
部分（特に出力端近傍）におけるリップルの大きさが周りと異なり、修正跡が残ってしま
うという問題があるが、本液晶表示装置では、上記のような現象を抑えることができるた
め、修正跡が残らないというメリットがある。
【００４６】
　本液晶パネルは、図１０のように構成することもできる。すなわち、各画素に１つの画
素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジス
タ１２ｉを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０２の画素電極１７ｊは、走査
信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素
１０３の画素電極１７ｍは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２ｍを介してデー
タ信号線１５ｘに接続され、画素１０４の画素電極１７ｎは、走査信号線１６ｎに繋がる
トランジスタ１２ｎを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素１０５の画素電極１７
Ｉは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２Ｉを介してデータ信号線１５Ｘに接続
され、画素１０６の画素電極１７Ｊは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２Ｊを
介してデータ信号線１５Ｙに接続され、画素１０７の画素電極１７Ｍは、走査信号線１６
ｍに繋がるトランジスタ１２Ｍを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０８の画
素電極１７Ｎは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２Ｎを介してデータ信号線１
５Ｙに接続される。
【００４７】
　図１０の液晶パネルを備えた液晶表示装置を駆動する場合、図１１に示すように、Ｆ１
においてはデータ信号線１５ｘ・１５Ｙにはプラス極性のデータ信号を供給し、データ信
号線１５ｙ・１５Ｘにはマイナス極性のデータ信号を供給することで、図１２（ａ）～（
ｄ）に示すように、Ｆ１において各画素に書き込まれるデータ信号の極性分布をドット反
転状とすることができる。また、Ｆ２においてはデータ信号線１５ｘ・１５Ｙにはマイナ
ス極性のデータ信号を供給し、データ信号線１５ｙ・１５Ｘにはプラス極性のデータ信号
を供給することで、Ｆ２においても各画素に書き込まれるデータ信号の極性分布をドット
反転状とすることができる。
【００４８】
　〔実施の形態２〕
　図１３は実施の形態２にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図１３に示
すように、本液晶パネルでは、データ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙがこの順に
並べられ、行方向（図中左右方向）に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・１６
ｎがこの順に並べられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走査信号線１６ｉの交差部に
対応して画素１０1が設けられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走査信号線１６ｊの
交差部に対応して画素１０２が設けられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走査信号線
１６ｍの交差部に対応して画素１０３が設けられ、データ信号線１５ｘ・１５ｙおよび走
査信号線１６ｎの交差部に対応して画素１０４が設けられ、データ信号線１５Ｘ・１５Ｙ
および走査信号線１６ｉの交差部に対応して画素１０５が設けられ、データ信号線１５Ｘ
・１５Ｙおよび走査信号線１６ｊの交差部に対応して画素１０６が設けられ、データ信号
線１５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｍの交差部に対応して画素１０７が設けられ、デ
ータ信号線１５Ｘ・１５Ｙおよび走査信号線１６ｎの交差部に対応して画素１０８が設け
られ、画素１０１・１０５に対応して保持容量配線１８ｋが設けられ、画素１０１・１０
５・１０２・１０６に対応して保持容量配線１８ｐが設けられ、画素１０２・１０６・１
０３・１０７に対応して保持容量配線１８ｑが設けられ、画素１０３・１０７・１０４・
１０８に対応して保持容量配線１８ｒが設けられ、画素１０４・１０８に対応して保持容
量配線１８ｓが設けられている。
【００４９】
　ここで、画素１０１～１０４を含む画素列αに隣接して、画素１０５～１０８を含む画
素列βが配され、データ信号線１５ｘ・１５ｙは画素列αに対応して設けられ、データ信
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号線１５Ｘ・１５Ｙは画素列βに対応して設けられている。
【００５０】
　さらに、各画素には２つずつ画素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉａは、走
査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、
画素１０１の画素電極１７ｉｂは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉｂを介
してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０２の画素電極１７ｊａは、走査信号線１６
ｊに繋がるトランジスタ１２ｊａを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素１０２の
画素電極１７ｊｂは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊｂを介してデータ信
号線１５ｙに接続され、画素１０３の画素電極１７ｍａは、走査信号線１６ｍに繋がるト
ランジスタ１２ｍａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０３の画素電極１７
ｍｂは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２ｍｂを介してデータ信号線１５ｘに
接続され、画素１０４の画素電極１７ｎａは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１
２ｎａを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素１０４の画素電極１７ｎｂは、走査
信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２ｎｂを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画
素１０５の画素電極１７ＩＡは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ＩＡを介し
てデータ信号線１５Ｙに接続され、画素１０５の画素電極１７ＩＢは、走査信号線１６ｉ
に繋がるトランジスタ１２ＩＢを介してデータ信号線１５Ｙに接続され、画素１０６の画
素電極１７ＪＡは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ＪＡを介してデータ信号
線１５Ｘに接続され、画素１０６の画素電極１７ＪＢは、走査信号線１６ｊに繋がるトラ
ンジスタ１２ＪＢを介してデータ信号線１５Ｘに接続される。
【００５１】
　なお、走査信号線１６ｉと走査信号線１６ｉとが同時選択され、走査信号線１６ｍと走
査信号線１６ｎとが同時選択される（後述）。
【００５２】
　また、保持容量配線１８ｋと画素電極１７ｉａ・１７ＩＡそれぞれとの間に保持容量が
形成され、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉｂ・１７ＩＢ・１７ｊａ・１７ＪＡそれ
ぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｑと１７ｊｂ・１７ＪＢ・１７ｍａ
・１７ＭＡ画素電極それぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｒと画素電
極１７ｍｂ・１７ＭＢ・１７ｎａ・１７ＮＡそれぞれとの間に保持容量が形成されている
。また、各画素電極と共通電極ｃｏｍとの間に液晶容量が形成されている。
【００５３】
　図１４は、図１３の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の
駆動方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｘ・Ｓｙ・ＳＸ・ＳＹはそれぞれデ
ータ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙに供給されるデータ信号（データ信号）を示
し、ＧＰｉ・ＧＰｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・
１６ｎに供給されるゲートパルス信号を示し、Ｃｓｋ・Ｃｓｐ・Ｃｓｑ・Ｃｓｒ・Ｃｓｓ
はそれぞれ、保持容量配線１８ｋ・１８ｐ・１８ｑ・１８ｒ・１８ｓに供給される保持容
量配線信号を示している。また、図１５（ａ）は図１４の一部の模式図であり、図１５（
ｂ）・（ｃ）は、図１４のｋ番目の水平走査期間から（ｋ＋１）番目の水平走査期間にお
ける、図１５（ａ）の部分への書き込み状態を示す模式図である。
【００５４】
　本駆動方法では、図１４に示されるように、走査信号線を２本ずつ同時選択していきつ
つ、データ信号線に一垂直走査期間（１Ｖ）ごとに極性が反転するデータ信号を供給し、
同一垂直走査期間においては、１画素列に対応する２本のデータ信号線に供給するデータ
信号（信号電位）を異なる極性とするとともに、それぞれが異なる画素列に対応して設け
られ、互いに隣り合う２つのデータ信号線に供給するデータ信号を異なる極性とする。そ
して、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、２個の走査パルスを立ち上げ、自段
に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次段に対応する水
平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の走査パルスを立
ち下げる。さらに、各保持容量配線には、４Ｈ（水平走査期間）ごとに極性が反転する保
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持容量配線信号を供給する。
【００５５】
　具体的には、連続するフレームＦ１・Ｆ２のＦ１では以下の駆動方法となる。まずＦ１
においてはデータ信号線１５ｘ・１５Ｘにはプラス極性のデータ信号を供給し、データ信
号線１５ｙ・１５Ｙにはマイナス極性のデータ信号を供給する。
【００５６】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉのパルスＰｉとゲートパルス
信号ＧＰｊのパルスＰｊとを立ち上げ、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の
水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉとパルスＰｊとを立ち下げる。さらに、（ｋ＋
１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時に、保持容量配線
信号Ｃｓｋをマイナス極性からプラス極性に反転させるとともに、保持容量配線信号Ｃｓ
ｐをプラス極性からマイナス極性に反転させる。
【００５７】
　これにより、図１５（ａ）（ｂ）に示すように、画素電極１７ｉａの電位はプラス極性
で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも高く、画素電極１７ｉａを含む副画素
は明副画素となり、画素電極１７ｉｂの電位はプラス極性で、実効電位は書き込まれたデ
ータ信号の電位よりも低く、画素電極１７ｉｂを含む副画素は暗副画素となる。また、画
素電極１７ＩＡの電位はマイナス極性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも
高く、画素電極１７ＩＡを含む副画素は暗副画素となり、画素電極１７ＩＢの電位はマイ
ナス極性で、実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも低く、画素電極１７ＩＢを
含む副画素は明副画素となる。また、画素電極１７ｊａの電位はマイナス極性で実効電位
は書き込まれたデータ信号の電位よりも低く、画素電極１７ｊａを含む副画素は明副画素
となり、画素電極１７ＪＡの電位はプラス極性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電
位よりも低く、画素電極１７ＪＡを含む副画素は暗副画素となる。また、画素電極１７ｊ
ｂにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７ＪＢにはプラス極性のデー
タ信号が書き込まれる。
【００５８】
　そして、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｍのパル
スＰｍとゲートパルス信号ＧＰｎのパルスＰｎとを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査
期間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち下げる。さらに、（ｋ＋２）番目の
水平走査期間の開始と同時に、保持容量配線信号Ｃｓｑをマイナス極性からプラス極性に
反転させるとともに、保持容量配線信号Ｃｓｒをプラス極性からマイナス極性に反転させ
る。
【００５９】
　これにより、図１５（ａ）（ｃ）に示すように、また、画素電極１７ｊｂの電位はマイ
ナス極性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも高く、画素電極１７ｊｂを含
む副画素は暗副画素となり、画素電極１７ＪＢの電位はプラス極性で、実効電位は書き込
まれたデータ信号の電位よりも高く、画素電極１７ＪＢを含む副画素は明副画素となる。
また、画素電極１７ｍａの電位はプラス極性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位
よりも高く、画素電極１７ｍａを含む副画素は明副画素となり、画素電極１７ｍｂの電位
はプラス極性で、実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも低く、画素電極１７ｍ
ｂを含む副画素は暗副画素となる。また、画素電極１７ＭＡの電位はマイナス極性で実効
電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも高く、画素電極１７ＭＡを含む副画素は暗副
画素となり、画素電極１７ＭＢの電位はマイナス極性で、実効電位は書き込まれたデータ
信号の電位よりも低く、画素電極１７ＭＢを含む副画素は明副画素となる。また、画素電
極１７ｎａの電位はマイナス極性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも低く
、画素電極１７ｎａを含む副画素は明副画素となり、画素電極１７ＮＡの電位はプラス極
性で実効電位は書き込まれたデータ信号の電位よりも低く、画素電極１７ＮＡを含む副画
素は暗副画素となる。また、画素電極１７ｎｂにはマイナス極性のデータ信号が書き込ま
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れ、画素電極１７ＮＢにはプラス極性のデータ信号が書き込まれる。
【００６０】
　以上から、Ｆ１において各画素に書き込まれるデータ信号の極性分布をドット反転状と
し、さらに、明暗市松表示（行方向および列方向それぞれについて、明副画素と暗副画素
が交互に並ぶような表示）も可能となる。
【００６１】
　一方、Ｆ２では以下の駆動方法となる。まずＦ１においてはデータ信号線１５ｘ・１５
Ｘにはマイナス極性のデータ信号を供給し、データ信号線１５ｙ・１５Ｙにはプラス極性
のデータ信号を供給する。
【００６２】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉのパルスＰｉとゲートパルス
信号ＧＰｊのパルスＰｊとを立ち上げ、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の
水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉとパルスＰｊとを立ち下げる。さらに、（ｋ＋
１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時に、保持容量配線
信号Ｃｓｋをプラス極性からマイナス極性に反転させるとともに、保持容量配線信号Ｃｓ
ｐをマイナス極性からプラス極性に反転させる。
【００６３】
　そして、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｍのパル
スＰｍとゲートパルス信号ＧＰｎのパルスＰｎとを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査
期間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち下げる。さらに、（ｋ＋２）番目の
水平走査期間の開始と同時に、保持容量配線信号Ｃｓｑをプラス極性からマイナス極性に
反転させるとともに、保持容量配線信号Ｃｓｒをマイナス極性からプラス極性に反転させ
る。
【００６４】
　本液晶表示装置では明・暗副画素によって中間調を表示することができるため、視野角
特性を高めることができる。また、明暗市松表示によって、明副画素あるいは暗副画素が
連続して並ぶことで生じる縞状のムラを抑制することができる。
【００６５】
　また、本液晶表示装置でも、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、２個の走査
パルスを立ち上げるため、２個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受ける影
響（電位の突き下げ）が、２個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受ける影
響（電位の突き上げ）によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においてもデー
タ信号線の電位に生じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大
きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参照）
を抑え、表示品位を高めることができる。
【００６６】
　図１４の駆動方法では、自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルス
を立ち上げ、次段に対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）
と同時に自段の走査パルスを立ち下げているがこれに限定されない。例えば、図１６に示
すように、前段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次
段に対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の
走査パルスを立ち下げてもよい。この場合、走査パルスの幅は２Ｈとなる。
【００６７】
　具体的には、（ｋ－１）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｉとパルスＰｊと
を立ち上げ、ｋ番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｍとパルスＰｎとを立ち上げ
、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時にパルス
ＰｉとパルスＰｊとを立ち下げ、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰ
ｍとパルスＰｎとを立ち下げる。
【００６８】
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　図１６の駆動方法では、パルスの前半（１Ｈ）でプリチャージして後半（１Ｈ）で本書
き込みすることができるため、画素充電率を高めることができる。もちろんこの場合にお
いても、２個の走査パルスが立ち下がるタイミングで、２個の走査パルスが立ち上がるた
め、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現
象（図３６参照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【００６９】
　図１３の液晶パネル（画素１０１・１０２・１０５・１０６の部分）の一具体例を、図
１７の平面図およびその矢視断面図である図１８に示す。本液晶パネルのアクティブマト
リクス基板では、透明基板３１上に、行方向に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊと、行
方向に延伸する保持容量配線１８ｋ・１８ｐ・１８ｑとが形成され、これらを覆うように
ゲート絶縁膜４３が形成され、ゲート絶縁膜４３上には、列方向に延伸するデータ信号線
１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙと、トランジスタ１２ｉａ・１２ｉｂ・１２ｊａ・１２
ｊｂ・１２ＩＡ・１２ＩＢ・１２ＪＡ・１２ＪＢそれぞれの半導体層（ｉ層およびｎ＋層
）並びにソース電極およびドレイン電極と、ドレイン引き出し電極２７と、容量電極３７
とを含むメタル層が形成される。また、このメタル層を覆うように無機層間絶縁膜２５が
形成され、その上層に無機層間絶縁膜２５よりも厚い有機層間絶縁膜２６が形成される。
さらに、有機層間絶縁膜２６上に、画素電極１７ｉａ・１７ｉｂ・１７ｊａ・１２ｊｂ・
１７ＩＡ・１７ＩＢ・１７ＪＡ・１７ＪＢが形成され、これらを覆うように配向膜９が形
成されている。なお、コンタクトホール１１の形成部では無機層間絶縁膜２５および有機
層間絶縁膜２６が刳り貫かれ、画素電極と容量電極３７とが接触している。一方、カラー
フィルタ基板３０では、ガラス基板３２上にブラックマトリクス１３および着色層（カラ
ーフィルタ層）１４が形成され、その上層に共通電極（ｃｏｍ）２８が形成され、さらに
これを覆うように配向膜１９が形成されている。
【００７０】
　本液晶パネルでは、例えば、画素電極１７ｉａの走査方向上流側のエッジは、保持容量
配線１８ｋと重なる一方、画素電極１７ｉａの走査方向下流側のエッジは、走査信号線１
６ｉの走査方向上流側のエッジと重なっており、平面的に視ると、画素電極１７ｉａの列
方向に沿う２つのエッジは、データ信号線１５ｘおよびデータ信号線１５ｙの外側に位置
している。また、画素電極１７ｉｂの走査方向上流側のエッジは、走査信号線１６ｉの走
査方向下流側のエッジと重なる一方、画素電極１７ｉｂの走査方向下流側のエッジは保持
容量配線１８ｐと重なっており、平面的に視ると、画素電極１７ｉｂの列方向に沿う２つ
のエッジは、データ信号線１５ｘおよびデータ信号線１５ｙの外側に位置している。また
、保持容量配線と容量電極とがゲート絶縁膜を介して重なる部分に保持容量が形成されて
いる。
【００７１】
　〔実施の形態３〕
　図１９は実施の形態３にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図１９に示
すように、本液晶パネルのデータ信号線、走査信号線、保持容量配線およびトランジスタ
並びに画素の配置は図２と同じである。
【００７２】
　そして、各画素には２つずつ画素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉａは、走
査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画
素１０１の画素電極１７ｉｂは、結合容量を介して画素電極１７ｉａに接続され、画素１
０２の画素電極１７ｊａは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊを介してデー
タ信号線１５ｙに接続され、画素１０２の画素電極１７ｊｂは、結合容量を介して画素電
極１７ｊａに接続され、画素１０３の画素電極１７ｍａは、走査信号線１６ｍに繋がるト
ランジスタ１２ｍを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０３の画素電極１７ｍ
ｂは、結合容量を介して画素電極１７ｍａに接続され、画素１０４の画素電極１７ｎａは
、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２ｎを介してデータ信号線１５ｙに接続され
、画素１０４の画素電極１７ｎｂは、結合容量を介して画素電極１７ｎａに接続され、画
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素１０５の画素電極１７ＩＡは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２Ｉを介して
データ信号線１５Ｙに接続され、画素１０５の画素電極１７ＩＢは、結合容量を介して画
素電極１７ＩＡに接続され、画素１０６の画素電極１７ＪＡは、走査信号線１６ｊに繋が
るトランジスタ１２Ｊを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０６の画素電極１
７ＪＢは、結合容量を介して画素電極１７ＪＡに接続される。
【００７３】
　なお、走査信号線１６ｉと走査信号線１６ｉとが同時選択され、走査信号線１６ｍと走
査信号線１６ｎとが同時選択される（後述）。
【００７４】
　また、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉａ・１７ｉｂ・１７ＩＡ・１７ＩＢそれぞ
れとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｑと画素電極１７ｊａ・１７ｊｂ・１
７ＪＡ・１７ＪＢそれぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｒと画素電極
１７ｍａ・１７ｍｂ・１７ＭＡ・１７ＭＢそれぞれとの間に保持容量が形成され、保持容
量配線１８ｓと画素電極１７ｎａ・１７ｎｂ・１７ＮＡ・１７ＮＢそれぞれとの間に保持
容量が形成されている。また、図示していないが、各画素電極と共通電極との間に液晶容
量が形成されている。
【００７５】
　図２０は、図１９の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の
駆動方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｘ・Ｓｙ・ＳＸ・ＳＹはそれぞれデ
ータ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙに供給されるデータ信号（データ信号）を示
し、ＧＰｉ・ＧＰｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・
１６ｎに供給されるゲートパルス信号を示している。
【００７６】
　図２０に示すように、データ信号線および走査信号線の駆動は図１と同様である。ここ
で、画素内にて容量結合された２つの画素電極の一方のみがトランジスタに接続され、他
方は電気的にフローティングになっているため、一方の画素電極（例えば、１７ｉａ）の
電位はデータ信号と同一となるが、他方の画素電極（例えば、１７ｉｂ）の電位はデータ
信号の電位と同一かそれよりもＶｃｏｍ（共通電極の電位）に近い値となる。したがって
、画素電極１７ｉａ・１７ｉｂ・１７ｊａ・１７ｊｂ・１７ＩＡ・１７ＩＢ・１７ｍａ・
１７ｍｂ・１７ｎａ・１７ｎｂの電位はそれぞれ、図２０のＶｉａ・Ｖｉｂ・Ｖｊａ・Ｖ
ｊｂ・ＶＩＡ・ＶＩＢ・Ｖｍａ・Ｖｍｂ・Ｖｎａ・Ｖｎｂに示すようになり、図２０のＦ
１における各画素の極性分布および明・暗副画素の配置は図２１のようになる。
【００７７】
　本液晶表示装置でも明・暗副画素によって中間調を表示することができるため、視野角
特性を高めることができる。
【００７８】
　また、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、２個の走査パルスを立ち上げるた
め、２個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受ける影響（電位の突き下げ）
が、２個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受ける影響（電位の突き上げ）
によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においてもデータ信号線の電位に生じ
るリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大きさがデータ信号の供
給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参照）を抑え、表示品位を高
めることができる。
【００７９】
　〔実施の形態４〕
　図２２は実施の形態４にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図２２に示
すように、本液晶パネルのデータ信号線、走査信号線、および保持容量配線並びに画素の
配置は図２と同じである。
【００８０】
　そして、各画素には２つずつ画素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉａは、走
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査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、
画素電極１７ｉｂは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉｂを介してデータ信
号線１５ｘに接続されるとともに、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１１２ｍを介
して、保持容量配線１８ｑと容量を形成する容量電極に接続され、画素１０２の画素電極
１７ｊａは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊａを介してデータ信号線１５
ｙに接続され、画素電極１７ｊｂは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊｂを
介してデータ信号線１５ｙに接続されるとともに、走査信号線１６ｎに繋がるトランジス
タ１１２ｎを介して、保持容量配線１８ｒと容量を形成する容量電極に接続され、画素１
０３の画素電極１７ｍａは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２ｍａを介してデ
ータ信号線１５ｘに接続され、画素電極１７ｍｂは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジ
スタ１２ｍｂを介してデータ信号線１５ｘに接続されるとともに、走査信号線１６ｗに繋
がるトランジスタ１１２ｗを介して、保持容量配線１８ｓと容量を形成する容量電極に接
続され、画素１０４の画素電極１７ｎａは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２
ｎａを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素電極１７ｎｂは、走査信号線１６ｎに
繋がるトランジスタ１２ｎｂを介してデータ信号線１５ｙに接続されるとともに、走査信
号線１６ｗの次段の走査信号線に繋がるトランジスタを介して、保持容量配線１８ｓの次
の（走査方向下流側の）保持容量配線と容量を形成する容量電極に接続され、画素１０５
の画素電極１７ＩＡは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ＩＡを介してデータ
信号線１５Ｙに接続され、画素電極１７ＩＢは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ
１２ＩＢを介してデータ信号線１５Ｙに接続されるとともに、走査信号線１６ｍに繋がる
トランジスタ１１２Ｍを介して、保持容量配線１８ｑと容量を形成する容量電極に接続さ
れ、画素１０６の画素電極１７ＪＡは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ＪＡ
を介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素電極１７ＪＢは、走査信号線１６ｊに繋が
るトランジスタ１２ＪＢを介してデータ信号線１５Ｘに接続されるとともに、走査信号線
１６ｎに繋がるトランジスタ１１２Ｎを介して、保持容量配線１８ｒと容量を形成する容
量電極に接続されている。
【００８１】
　なお、走査信号線１６ｉと走査信号線１６ｊとが同時選択され、走査信号線１６ｍと走
査信号線１６ｎとが同時選択される（後述）。
【００８２】
　また、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉａ・１７ｉｂ・１７ＩＡ・１７ＩＢそれぞ
れとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｑと画素電極１７ｊａ・１７ｊｂ・１
７ＪＡ・１７ＪＢそれぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｒと画素電極
１７ｍａ・１７ｍｂ・１７ＭＡ・１７ＭＢそれぞれとの間に保持容量が形成され、保持容
量配線１８ｓと画素電極１７ｎａ・１７ｎｂ・１７ＮＡ・１７ＮＢそれぞれとの間に保持
容量が形成されている。また、図示していないが、各画素電極と共通電極との間に液晶容
量が形成されている。
【００８３】
　図２３は、図２２の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の
駆動方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｘ・Ｓｙ・ＳＸ・ＳＹはそれぞれデ
ータ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙに供給されるデータ信号（データ信号）を示
し、ＧＰｉ・ＧＰｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・
１６ｎに供給されるゲートパルス信号を示している。
【００８４】
　同図に示すように、データ信号線および走査信号線の駆動は図１と同様であるが、同一
画素に含まれる２つの画素電極それぞれが別々のトランジスタを介して同一データ信号線
に接続され、かつ一方の画素電極のみが後段の走査信号線に接続されたトランジスタを介
して、保持容量配線と容量を形成する容量電極に接続されるため、この一方の画素電極の
電位は、後段の走査信号線がアクティブとなった後にデータ信号と同じかそれよりもＶｃ
ｏｍ（共通電極の電位）に近い値となり、他方の画素電極はデータ信号と同電位となる。
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したがって、画素電極１７ｉａ・１７ｉｂ・１７ｊａ・１７ｊｂ・１７ＩＡ・１７ＩＢ・
１７ｍａ・１７ｍｂ・１７ｎａ・１７ｎｂの電位はそれぞれ、図２３のＶｉａ・Ｖｉｂ・
Ｖｊａ・Ｖｊｂ・ＶＩＡ・ＶＩＢ・Ｖｍａ・Ｖｍｂ・Ｖｎａ・Ｖｎｂに示すようになり、
図２３のＦ１における各画素の極性分布および明・暗副画素の配置は図２４のようになる
。
【００８５】
　本液晶表示装置では明・暗副画素によって中間調を表示することができるため、視野角
特性を高めることができる。さらに、１画素内の２つの画素電極それぞれが電気的にフロ
ーティングとならないので、画素の焼き付き等を抑制することができる。
【００８６】
　また、２個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、別の２個の走査パルスを立ち上げ
るため、２個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受ける影響（電位の突き下
げ）が、２個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受ける影響（電位の突き上
げ）によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においてもデータ信号線の電位に
生じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大きさがデータ信号
の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参照）を抑え、表示品位
を高めることができる。
【００８７】
　〔実施の形態５〕
　図２５は実施の形態５にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図２５に示
すように、本液晶パネルのデータ信号線、走査信号線、および保持容量配線並びに画素の
配置は図１３と同じである。
【００８８】
　さらに、各画素には２つずつ画素電極が配され、画素領域１０１の画素電極１７ｉａは
、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉａを介してデータ信号線１５ｘに接続さ
れ、画素領域１０１の画素電極１７ｉｂは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２
ｉｂを介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素領域１０２の画素電極１７ｊａは、走
査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、
画素領域１０２の画素電極１７ｊｂは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊｂ
を介してデータ信号線１５ｙに接続され、画素領域１０３の画素電極１７ｍａは、走査信
号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２ｍａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素
領域１０３の画素電極１７ｍｂは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２ｍｂを介
してデータ信号線１５ｙに接続され、画素１０４の画素電極１７ｎａは、走査信号線１６
ｎに繋がるトランジスタ１２ｎａを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０４の
画素電極１７ｎｂは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２ｎｂを介してデータ信
号線１５ｙに接続され、画素１０５の画素電極１７ＩＡは、走査信号線１６ｉに繋がるト
ランジスタ１２ＩＡを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０５の画素電極１７
ＩＢは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ＩＢを介してデータ信号線１５Ｙに
接続され、画素１０６の画素電極１７ＪＡは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１
２ＪＡを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０６の画素電極１７ＪＢは、走査
信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ＪＢを介してデータ信号線１５Ｙに接続される。
【００８９】
　また、保持容量配線１８ｋと画素電極１７ｉａ・１７ＩＡそれぞれとの間に保持容量が
形成され、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉｂ・１７ＩＢ・１７ｊａ・１７ＪＡそれ
ぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｑと１７ｊｂ・１７ＪＢ・１７ｍａ
・１７ＭＡ画素電極それぞれとの間に保持容量が形成され、保持容量配線１８ｒと画素電
極１７ｍｂ・１７ＭＢ・１７ｎａ・１７ＮＡそれぞれとの間に保持容量が形成されている
。また、図示していないが、各画素電極と共通電極との間に液晶容量が形成されている。
【００９０】
　図２６は、図２５の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の



(19) JP 2014-2397 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

駆動方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｘ・Ｓｙ・ＳＸ・ＳＹはそれぞれデ
ータ信号線１５ｘ・１５ｙ・１５Ｘ・１５Ｙに供給されるデータ信号（データ信号）を示
し、ＧＰｉ・ＧＰｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・
１６ｎに供給されるゲートパルス信号を示している。
【００９１】
　本駆動方法では、図２６に示されるように、走査信号線を１本ずつ選択していきつつ、
データ信号線に一垂直走査期間（１Ｖ）ごとに極性が反転するデータ信号を供給し、同一
垂直走査期間においては、１画素列に対応する２本のデータ信号線に供給するデータ信号
（信号電位）を同じ極性とするとともに、それぞれが異なる画素列に対応して設けられ、
互いに隣り合う２つのデータ信号線に供給するデータ信号を異なる極性とする。さらに、
同一水平走査期間においては、１画素列に対応する２本のデータ信号線の一方に供給する
データ信号の絶対値（Ｖｃｏｍを基準とする）を、他方に供給するデータ信号の絶対値以
下とする。
【００９２】
　そして、１個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、別の１個の走査パルスを立ち上
げ、自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次段に対
応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の走査パ
ルスを立ち下げる。
【００９３】
　具体的には、連続するフレームＦ１・Ｆ２のＦ１では以下の駆動方法となる。まずＦ１
においてはデータ信号線１５ｘ・１５ｙにはプラス極性のデータ信号を供給し、データ信
号線１５Ｘ・１５Ｙにはマイナス極性のデータ信号を供給する。
【００９４】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉを立ち上げ、（ｋ＋１）番目
の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉを立ち下げる
。
【００９５】
　これにより、図２６・２７に示すように、画素１０１の画素電極１７ｉａにはプラス極
性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７ｉｂには、画素電極１７ｉａに書き込まれた
データ信号よりも絶対値の小さな、プラス極性のデータ信号が書き込まれる。また、画素
１０５の画素電極１７ＩＢにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７Ｉ
Ａには、画素電極１７ＩＢに書き込まれたデータ信号よりも絶対値の小さな、マイナス極
性のデータ信号が書き込まれる。
【００９６】
　また、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｊのパルス
Ｐｊを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｊを立ち下げる
。
【００９７】
　これにより、図２６・２７に示すように、画素１０２の画素電極１７ｊａにはプラス極
性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７ｊｂには、画素電極１７ｊａに書き込まれた
データ信号よりも絶対値の小さな、プラス極性のデータ信号が書き込まれる。また、画素
１０６の画素電極１７ＪＢにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７Ｊ
Ａには、画素電極１７ＪＢに書き込まれたデータ信号よりも絶対値の小さな、マイナス極
性のデータ信号が書き込まれる。
【００９８】
　また、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｍのパルス
Ｐｍを立ち上げ、（ｋ＋３）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｍを立ち下げる
。
【００９９】
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　これにより、図２６・２７に示すように、画素１０３の画素電極１７ｍａにはプラス極
性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７ｍｂには、画素電極１７ｍａに書き込まれた
データ信号よりも絶対値の小さな、プラス極性のデータ信号が書き込まれる。また、画素
１０７の画素電極１７ＭＢにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７Ｍ
Ａには、画素電極１７ＭＢに書き込まれたデータ信号よりも絶対値の小さな、マイナス極
性のデータ信号が書き込まれる。
【０１００】
　また、（ｋ＋３）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号ＧＰｎのパルス
Ｐｎを立ち上げ、（ｋ＋４）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｎを立ち下げる
。
【０１０１】
　これにより、図２６・２７に示すように、画素１０４の画素電極１７ｎａにはプラス極
性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７ｎｂには、画素電極１７ｎａに書き込まれた
データ信号よりも絶対値の小さな、プラス極性のデータ信号が書き込まれる。また、画素
１０８の画素電極１７ＮＢにはマイナス極性のデータ信号が書き込まれ、画素電極１７Ｎ
Ａには、画素電極１７ＮＢに書き込まれたデータ信号よりも絶対値の小さな、マイナス極
性のデータ信号が書き込まれる。
【０１０２】
　本液晶表示装置では明・暗副画素によって中間調を表示することができるため、視野角
特性を高めることができる。また、明暗市松表示によって、明副画素あるいは暗副画素が
連続して並ぶことで生じる縞状のムラを抑制することができる。
【０１０３】
　また、本液晶表示装置でも、１個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、別の１個の
走査パルスを立ち上げるため、１個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受け
る影響（電位の突き下げ）が、１個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受け
る影響（電位の突き上げ）によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においても
データ信号線の電位に生じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップル
の大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参
照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【０１０４】
　〔実施の形態６〕
　図２８は実施の形態６にかかる液晶パネルの一部を示す等価回路図である。図２８に示
すように、本液晶パネルでは、データ信号線１５ｚ・１５ｘ・１５Ｘがこの順に並べられ
、行方向（図中左右方向）に延伸する走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・１６ｎ・１６
ｗがこの順に並べられ、データ信号線１５ｘおよび走査信号線１６ｉの交差部に対応して
画素１０1が設けられ、データ信号線１５ｘおよび走査信号線１６ｊの交差部に対応して
画素１０２が設けられ、データ信号線１５ｘおよび走査信号線１６ｍの交差部に対応して
画素１０３が設けられ、データ信号線１５ｘおよび走査信号線１６ｎの交差部に対応して
画素１０４が設けられ、データ信号線１５Ｘおよび走査信号線１６ｉの交差部に対応して
画素１０５が設けられ、データ信号線１５Ｘおよび走査信号線１６ｊの交差部に対応して
画素１０６が設けられ、データ信号線１５Ｘおよび走査信号線１６ｍの交差部に対応して
画素１０７が設けられ、データ信号線１５Ｘおよび走査信号線１６ｎの交差部に対応して
画素１０８が設けられ、画素１０１・１０５に対応して保持容量配線１８ｐが設けられ、
画素１０２・１０６に対応して保持容量配線１８ｑが設けられ、画素１０３・１０７に対
応して保持容量配線１８ｒが設けられ、画素１０４・１０８に対応して保持容量配線１８
ｓが設けられている。
【０１０５】
　ここで、画素１０１～１０４を含む画素列αの両隣に、画素列γと画素１０５～１０８
を含む画素列βとが配され、データ信号線１５ｘは画素列αに対応して設けられ、データ
信号線１５Ｘは画素列βに対応して設けられている。
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【０１０６】
　さらに、各画素には１つずつ画素電極が配され、画素１０１の画素電極１７ｉは、走査
信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２ｉを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素
１０２の画素電極１７ｊは、走査信号線１６ｊに繋がるトランジスタ１２ｊを介してデー
タ信号線１５ｘに接続され、画素１０３の画素電極１７ｍは、走査信号線１６ｍに繋がる
トランジスタ１２ｍを介してデータ信号線１５ｘに接続され、画素１０４の画素電極１７
ｎは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジスタ１２ｎを介してデータ信号線１５ｘに接続
され、画素１０５の画素電極１７Ｉは、走査信号線１６ｉに繋がるトランジスタ１２Ｉを
介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０６の画素電極１７Ｊは、走査信号線１６
ｊに繋がるトランジスタ１２Ｊを介してデータ信号線１５Ｘに接続され、画素１０７の画
素電極１７Ｍは、走査信号線１６ｍに繋がるトランジスタ１２Ｍを介してデータ信号線１
５Ｘに接続され、画素１０８の画素電極１７Ｎは、走査信号線１６ｎに繋がるトランジス
タ１２Ｎを介してデータ信号線１５Ｘに接続される。
【０１０７】
　また、保持容量配線１８ｐと画素電極１７ｉ・１７Ｉそれぞれとの間に保持容量が形成
され、保持容量配線１８ｑと画素電極１７ｊ・１７Ｊそれぞれとの間に保持容量が形成さ
れ、保持容量配線１８ｒと画素電極１７ｍ・１７Ｍそれぞれとの間に保持容量が形成され
、保持容量配線１８ｓと画素電極１７ｎ・１７Ｎそれぞれとの間に保持容量が形成され、
各画素電極と共通電極ｃｏｍとの間に液晶容量が形成される。
【０１０８】
　図２９は、図２８の液晶パネル（ノーマリブラックモード）を備えた本液晶表示装置の
駆動方法を示すタイミングチャートである。なお、Ｓｚ・Ｓｘ・ＳＸはそれぞれデータ信
号線１５ｚ・１５ｘ・１５Ｘに供給されるデータ信号（データ信号）を示し、ＧＰｉ・Ｇ
Ｐｊ・ＧＰｍ・ＧＰｎはそれぞれ、走査信号線１６ｉ・１６ｊ・１６ｍ・１６ｎに供給さ
れるゲートパルス信号を示している。
【０１０９】
　本駆動方法では、図２９に示されるように、走査信号線を１本ずつ同時選択していきつ
つ、データ信号線に一垂直走査期間（１Ｖ）ごとに極性が反転するデータ信号を供給し、
同一垂直走査期間においては、それぞれが異なる画素列に対応して設けられ、互いに隣り
合う２つのデータ信号線に供給するデータ信号を異なる極性とする。そして、１個の走査
パルスを立ち下げるタイミングで、１個の走査パルスを立ち上げ、自段に対応する水平走
査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次段に対応する水平走査期間の開始
（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の走査パルスを立ち下げる。
【０１１０】
　例えば、Ｆ１においてはデータ信号線１５ｚ・１５Ｘにはマイナス極性のデータ信号を
供給し、データ信号線１５ｘにはプラス極性のデータ信号を供給する。
【０１１１】
　そして、ｋ番目の水平走査期間の開始（すなわち、ｋ番目の水平走査期間に対応するデ
ータ信号への切り替わり）と同時にゲートパルス信号ＧＰｉのパルスＰｉを立ち上げ、（
ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉ
を立ち下げる。また、（ｋ＋１）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号Ｇ
ＰｊのパルスＰｊを立ち上げ、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｊ
を立ち下げる。また、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号Ｇ
ＰｍのパルスＰｍを立ち上げ、（ｋ＋３）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｍ
を立ち下げる。また、（ｋ＋３）番目の水平走査期間の開始と同時にゲートパルス信号Ｇ
ＰｎのパルスＰｎを立ち上げ、（ｋ＋４）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｎ
を立ち下げる。
【０１１２】
　本液晶表示装置では、１個の走査パルスを立ち下げるタイミングで、別の１個の走査パ
ルスを立ち上げるため、１個の走査パルスの立ち下げによってデータ信号線が受ける影響
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（電位の突き下げ）が、１個の走査パルスの立ち上げによってデータ信号線が受ける影響
（電位の突き上げ）によって打ち消される。これにより、１Ｖ反転駆動においてもデータ
信号線の電位に生じるリップル（波状の変動）を小さくすることができ、リップルの大き
さがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現象（図３６参照）を
抑え、表示品位を高めることができる。
【０１１３】
　図２９の駆動方法では、自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルス
を立ち上げ、次段に対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）
と同時に自段の走査パルスを立ち下げているがこれに限定されない。例えば、図３０に示
すように、前段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスを立ち上げ、次
段に対応する水平走査期間の開始（自段に対応する水平走査期間の終了）と同時に自段の
走査パルスを立ち下げてもよい。この場合、走査パルスの幅は２Ｈとなる。
【０１１４】
　具体的には、（ｋ－１）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｉを立ち上げ、ｋ
番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｊを立ち上げ、（ｋ＋１）番目の水平走査期
間の開始（ｋ番目の水平走査期間の終了）と同時にパルスＰｉを立ち下げるとともに、パ
ルスＰｍを立ち上げる。また、（ｋ＋２）番目の水平走査期間の開始と同時にパルスＰｊ
を立ち下げるとともに、パルスＰｎを立ち上げる。
【０１１５】
　図３０の駆動方法では、パルスの前半（１Ｈ）でプリチャージして後半（１Ｈ）で本チ
ャージすることができるため、画素充電率を高めることができる。もちろんこの場合にお
いても、１個の走査パルスが立ち下がるタイミングで、１個の走査パルスが立ち上がるた
め、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがって大きくなるような現
象（図３６参照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【０１１６】
　上記各実施の形態では、ＬＴ反転駆動の１つとして１Ｖ反転駆動を用いているが、これ
に限定されない。ｎＶ反転駆動を用いても（例えば、データ信号線に供給するデータ信号
の極性を２フレームごとに反転させても）よいし、ｎＨ反転駆動を用いても（例えば、デ
ータ信号線に供給するデータ信号の極性を１２Ｈごとに反転させても）よい。
【０１１７】
　なお、図１等で示した、データ信号線に供給する信号電位の波形は、トランジスタＯＦ
Ｆ時の画素電位の引き込みが無視できる場合（信号電位の中心値＝Ｖｃｏｍとなる場合）
についてのものである（説明の便宜のため）。画素電位の引き込みが無視できない場合に
は、信号電位の中心値をＶｃｏｍよりも高くすればよく、さらに、階調（データ信号）に
よって引き込みの量が変化するような場合には、階調（データ信号）に応じて信号電位の
中心値を変化させればよい。
【０１１８】
　図３１は、本液晶表示装置の構成を示すブロック図である。同図に示されるように、本
液晶表示装置は、表示部（液晶パネル）と、ソースドライバ（ＳＤ）と、ゲートドライバ
（ＧＤ）と、表示制御回路とを備えている。ソースドライバはデータ信号線を駆動し、ゲ
ートドライバは走査信号線を駆動し、表示制御回路は、ソースドライバおよびゲートドラ
イバを制御する。なお、必要に応じて保持容量配線（Ｃｓ配線）を駆動する保持容量配線
駆動回路を設けてもよい。
【０１１９】
　表示制御回路は、外部の信号源（例えばチューナ）から、表示すべき画像を表すデジタ
ルビデオ信号Ｄｖと、当該デジタルビデオ信号Ｄｖに対応する水平同期信号ＨＳＹおよび
垂直同期信号ＶＳＹと、表示動作を制御するための制御信号Ｄｃとを受け取る。また、表
示制御回路は、受け取ったこれらの信号Ｄｖ，ＨＳＹ，ＶＳＹ，Ｄｃに基づき、そのデジ
タルビデオ信号Ｄｖの表す画像を表示部に表示させるための信号として、データスタート
パルス信号ＳＳＰと、データクロック信号ＳＣＫと、表示すべき画像を表すデジタル画像
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信号ＤＡ（デジタルビデオ信号Ｄｖに対応する信号）と、ゲートスタートパルス信号ＧＳ
Ｐと、ゲートクロック信号ＧＣＫと、ゲートドライバ出力制御信号（走査信号出力制御信
号）ＧＯＥとを生成し、これらを出力する。
【０１２０】
　より詳しくは、デジタルビデオ信号Ｄｖを内部メモリで必要に応じてタイミング調整等
を行った後に、デジタル画像信号ＤＡとして表示制御回路から出力し、そのデジタル画像
信号ＤＡの表す画像の各画素に対応するパルスからなる信号としてデータクロック信号Ｓ
ＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹに基づき１水平走査期間毎に所定期間だけハイレベル
（Ｈレベル）となる信号としてデータスタートパルス信号ＳＳＰを生成し、垂直同期信号
ＶＳＹに基づき１フレーム期間（１垂直走査期間）毎に所定期間だけＨレベルとなる信号
としてゲートスタートパルス信号ＧＳＰを生成し、水平同期信号ＨＳＹに基づきゲートク
ロック信号ＧＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹおよび制御信号Ｄｃに基づきゲートドラ
イバ出力制御信号ＧＯＥを生成する。
【０１２１】
　上記のようにして表示制御回路において生成された信号のうち、デジタル画像信号ＤＡ
、データ信号（データデータ信号）の極性を制御する極性反転信号ＰＯＬ、データスター
トパルス信号ＳＳＰ、およびデータクロック信号ＳＣＫは、ソースドライバに入力され、
ゲートスタートパルス信号ＧＳＰとゲートクロック信号ＧＣＫとゲートドライバ出力制御
信号ＧＯＥとは、ゲートドライバに入力される。
【０１２２】
　ソースドライバは、デジタル画像信号ＤＡ、データクロック信号ＳＣＫ、データスター
トパルス信号ＳＳＰ、および極性反転信号ＰＯＬに基づき、デジタル画像信号ＤＡの表す
画像の各走査信号線における画素値に相当するアナログ電位（データ信号）を１水平走査
期間毎に順次生成し、これらのデータ信号をデータ信号線に出力する。
【０１２３】
　ゲートドライバは、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫ
と、ゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとに基づき、ゲートオンパルス信号を生成し、こ
れらを走査信号線に出力し、これによって走査信号線を選択的に駆動する。
【０１２４】
　上記のようにソースドライバおよびゲートドライバにより表示部（液晶パネル）のデー
タ信号線および走査信号線が駆動されることで、選択された走査信号線に接続されたトラ
ンジスタ（ＴＦＴ）を介して、データ信号線から画素電極にデータ信号が書き込まれる。
これにより各副画素の液晶層に電圧が印加され、これによってバックライトからの光の透
過量が制御され、デジタルビデオ信号Ｄｖの示す画像が表示される。
【０１２５】
　次に、本液晶表示装置をテレビジョン受信機に適用するときの一構成例について説明す
る。図３２は、テレビジョン受信機用の液晶表示装置８００の構成を示すブロック図であ
る。液晶表示装置８００は、液晶表示ユニット８４と、Ｙ／Ｃ分離回路８０と、ビデオク
ロマ回路８１と、Ａ／Ｄコンバータ８２と、液晶コントローラ８３と、バックライト駆動
回路８５と、バックライト８６と、マイコン（マイクロコンピュータ）８７と、階調回路
８８とを備えている。なお、液晶表示ユニット８４は、液晶パネルと、これを駆動するた
めのソースドライバおよびゲートドライバとで構成される。
【０１２６】
　上記構成の液晶表示装置８００では、まず、テレビジョン信号としての複合カラー映像
信号Ｓｃｖが外部からＹ／Ｃ分離回路８０に入力され、そこで輝度信号と色信号に分離さ
れる。これらの輝度信号と色信号は、ビデオクロマ回路８１にて光の３原色に対応するア
ナログＲＧＢ信号に変換され、さらに、このアナログＲＧＢ信号はＡ／Ｄコンバータ８２
により、デジタルＲＧＢ信号に変換される。このデジタルＲＧＢ信号は液晶コントローラ
８３に入力される。また、Ｙ／Ｃ分離回路８０では、外部から入力された複合カラー映像
信号Ｓｃｖから水平および垂直同期信号も取り出され、これらの同期信号もマイコン８７
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を介して液晶コントローラ８３に入力される。
【０１２７】
　液晶表示ユニット８４には、液晶コントローラ８３からデジタルＲＧＢ信号が、上記同
期信号に基づくタイミング信号と共に所定のタイミングで入力される。また、階調回路８
８では、カラー表示の３原色Ｒ，Ｇ，Ｂそれぞれの階調電位が生成され、それらの階調電
位も液晶表示ユニット８４に供給される。液晶表示ユニット８４では、これらのＲＧＢ信
号、タイミング信号および階調電位に基づき内部のソースドライバやゲートドライバ等に
より駆動用信号（データ信号＝データ信号、走査信号等）が生成され、それらの駆動用信
号に基づき、内部の液晶パネルにカラー画像が表示される。なお、この液晶表示ユニット
８４によって画像を表示するには、液晶表示ユニット内の液晶パネルの後方から光を照射
する必要があり、この液晶表示装置８００では、マイコン８７の制御の下にバックライト
駆動回路８５がバックライト８６を駆動することにより、液晶パネルの裏面に光が照射さ
れる。上記の処理を含め、システム全体の制御はマイコン８７が行う。なお、外部から入
力される映像信号（複合カラー映像信号）としては、テレビジョン放送に基づく映像信号
のみならず、カメラにより撮像された映像信号や、インターネット回線を介して供給され
る映像信号なども使用可能であり、この液晶表示装置８００では、様々な映像信号に基づ
いた画像表示が可能である。
【０１２８】
　液晶表示装置８００でテレビジョン放送に基づく画像を表示する場合には、図３３に示
すように、液晶表示装置８００にチューナ部９０が接続され、これによって本テレビジョ
ン受像機７０１が構成される。このチューナ部９０は、アンテナ（不図示）で受信した受
信波（高周波信号）の中から受信すべきチャンネルの信号を抜き出して中間周波信号に変
換し、この中間周波数信号を検波することによってテレビジョン信号としての複合カラー
映像信号Ｓｃｖを取り出す。この複合カラー映像信号Ｓｃｖは、既述のように液晶表示装
置８００に入力され、この複合カラー映像信号Ｓｃｖに基づく画像が該液晶表示装置８０
０によって表示される。
【０１２９】
　図３４は、本テレビジョン受像機の一構成例を示す分解斜視図である。同図に示すよう
に、本テレビジョン受像機７０１は、その構成要素として、液晶表示装置８００の他に第
１筐体８０１および第２筐体８０６を有しており、液晶表示装置８００を第１筐体８０１
と第２筐体８０６とで包み込むようにして挟持した構成となっている。第１筐体８０１に
は、液晶表示装置８００で表示される画像を透過させる開口部８０１ａが形成されている
。また、第２筐体８０６は、液晶表示装置８００の背面側を覆うものであり、当該液晶表
示装置８００を操作するための操作用回路８０５が設けられると共に、下方に支持用部材
８０８が取り付けられている。
【０１３０】
　本発明の表示装置は、複数の走査信号線と複数のデータ信号線とが設けられた表示装置
であって、各データ信号線に、一垂直走査期間あるいは複数垂直走査期間または複数水平
走査期間ごとに極性が反転するデータ信号が出力され、同一水平走査期間には、任意のデ
ータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ信号線とに互いに逆極性となるデー
タ信号が出力され、走査信号線がＮ本ずつ（Ｎは１以上の整数）順次アクティブ状態とさ
れ、Ｎ本の走査信号線がアクティブ状態から非アクティブ化されるタイミングで、別のＮ
本の走査信号線が非アクティブ状態からアクティブ化されることを特徴とする。換言すれ
ば、Ｎ本の走査信号線がアクティブ状態から非アクティブ化されるのと実質的に同時とな
るように、別のＮ本の走査信号線が非アクティブ状態からアクティブ化される。
【０１３１】
　上記構成によれば、Ｎ本の走査信号線が非アクティブ化するタイミングで、別のＮ本の
走査信号線がアクティブ化するため、Ｎ本の走査信号線の非アクティブ化（例えば、Ｎ個
の走査パルスの立ち下げ）によってデータ信号線が受ける影響（例えば、電位の突き下げ
）が、Ｎ本の走査信号線のアクティブ化（例えば、Ｎ個の走査パルスの立ち上げ）によっ
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てデータ信号線が受ける影響（例えば、電位の突き上げ）によって概ね打ち消される。こ
れにより、ＬＴ反転駆動においてもデータ信号線の電位に生じるリップル（波状の変動）
を小さくすることができ、リップルの大きさがデータ信号の供給源から離れるにしたがっ
て大きくなるような現象（図３６参照）を抑え、表示品位を高めることができる。
【０１３２】
　本表示装置では、１本の走査信号線は、これに供給される１つの走査パルスの立ち上が
りによってアクティブ化された後にこの走査パルスの立ち下がりによって非アクティブ化
されるか、または、これに供給される１つの走査パルスの立ち下がりによってアクティブ
化された後にこの走査パルスの立ち上がりによって非アクティブ化される構成とすること
もできる。
【０１３３】
　本表示装置では、Ｎが２以上である（走査信号線を２本同時選択する）構成とすること
もできる。
【０１３４】
　本表示装置では、自段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスがアク
ティブ化し、自段に対応する水平走査期間の終了と同時に自段の走査パルスが非アクティ
ブ化する構成とすることもできる。
【０１３５】
　本表示装置では、前段に対応する水平走査期間の開始と同時に自段の走査パルスがアク
ティブ化し、自段に対応する水平走査期間の終了と同時に自段の走査パルスが非アクティ
ブ化する構成とすることもできる。
【０１３６】
　本表示装置では、データ信号線の断線修正を行うための予備配線が設けられ、断線修正
されたデータ信号線には、一方端からデータ信号が入力されるとともに、予備配線を経由
して他方端からも該データ信号が入力される構成とすることもできる。
【０１３７】
　本表示装置では、Ｎが２であって走査信号線が２本ずつ同時選択され、互いに隣り合う
第１および第２画素列それぞれに対応して２本ずつデータ信号線が設けられ、各画素には
１つ以上の画素電極が含まれ、第１画素列に含まれる１つの画素電極は、トランジスタを
介して、第１画素列に対応する２本のデータ信号線のいずれかに接続され、第２画素列に
含まれる１つの画素電極は、トランジスタを介して、第２画素列に対応する２本のデータ
信号線のいずれかに接続されている構成とすることもできる。
【０１３８】
　本表示装置では、第１画素列に含まれる各画素電極は、第１画素列に対応して設けられ
た２本のデータ信号線それぞれに重なるように配され、第２画素列に含まれる各画素電極
は、第２画素列に対応して設けられた２本のデータ信号線それぞれに重なるように配され
ている構成とすることもできる。
【０１３９】
　本表示装置では、第１および第２画素列それぞれにおいて、連続する２つの画素の一方
に含まれる画素電極がトランジスタを介して接続されるデータ信号線と、他方に含まれる
画素電極がトランジスタを介して接続されるデータ信号線とが異なっており、上記連続す
る２つの画素の一方に含まれる画素電極が接続されるトランジスタが、同時選択される２
本の走査信号線の一方に接続され、上記連続する２つの画素の他方に含まれる画素電極が
接続されるトランジスタが、同時選択される上記２本の走査信号線の他方に接続されてい
る構成とすることもできる。
【０１４０】
　本表示装置では、同一水平走査期間には、１画素列に対応する２本のデータ信号線に異
なる極性のデータ信号が供給される構成とすることもできる。
【０１４１】
　本表示装置では、同一水平走査期間には、それぞれが異なる画素列に対応し、かつ互い
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に隣り合う２つのデータ信号線に異なる極性のデータ信号が供給される構成とすることも
できる。
【０１４２】
　本表示装置では、同一水平走査期間には、それぞれが異なる画素列に対応し、かつ互い
に隣り合う２つのデータ信号線に同じ極性のデータ信号が供給される構成とすることもで
きる。
【０１４３】
　本表示装置では、１つの画素に複数の画素電極が設けられている構成とすることもでき
る。
【０１４４】
　本表示装置では、複数の保持容量配線を備え、１つの画素に設けられた２つの画素電極
が、同一の走査信号線に繋がる別々のトランジスタを介して同一のデータ信号線に接続さ
れ、一方の画素電極が保持容量配線と容量を形成し、他方の画素電極が別の保持容量配線
と容量を形成している構成とすることもできる。
【０１４５】
　本表示装置では、１つの画素に設けられた２つの画素電極が容量を介して接続され、一
方の画素電極のみが１本の走査信号線に繋がるトランジスタを介してデータ信号線に接続
されている構成とすることもできる。
【０１４６】
　本表示装置では、複数の保持容量配線を備え、１つの画素に設けられた２つの画素電極
が、同一の走査信号線に繋がる別々のトランジスタを介して同一のデータ信号線に接続さ
れるとともに、一方の画素電極が別の走査信号線に繋がるトランジスタを介して、保持容
量配線と容量を形成する容量電極に接続されている構成とすることもできる。
【０１４７】
　本表示装置では、１つの画素に対応して２本のデータ信号線が設けられ、上記画素に設
けられた２つの画素電極の一方が、同一の走査信号線に繋がる２つのトランジスタの一方
を介して上記２本のデータ信号線の一方に接続され、上記２つの画素電極の他方が、上記
２つのトランジスタの他方を介して上記２本のデータ信号線の他方に接続されている構成
とすることもできる。
【０１４８】
　本表示装置では、上記複数の走査信号線と複数のデータ信号線とが形成された基板に、
櫛形の画素電極と共通電極とが形成されている構成とすることもできる。
【０１４９】
　本表示装置の駆動方法は、複数の走査信号線と複数のデータ信号線とが設けられた表示
装置の駆動方法であって、各データ信号線に、一垂直走査期間あるいは複数垂直走査期間
または複数水平走査期間ごとに極性が反転するデータ信号を出力し、同一水平走査期間に
は、任意のデータ信号線とこれの一方の側に隣接配置されるデータ信号線とに互いに逆極
性となるデータ信号を出力し、走査信号線をＮ本ずつ（Ｎは１以上の整数）順次アクティ
ブ状態とし、Ｎ本の走査信号線をアクティブ状態から非アクティブ化させるタイミングで
、別のＮ本の走査信号線を非アクティブ状態からアクティブ化させることを特徴とする。
【０１５０】
　本液晶表示装置は、上記表示装置を備えることを特徴とする。また、本テレビジョン受
像機は、上記液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信するチューナ部とを備えることを
特徴とする。
【０１５１】
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、上記実施の形態を公知技術や技
術常識に基づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施
の形態に含まれる。また、各実施の形態で記載した作用効果等もほんの例示に過ぎない。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
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　本発明の表示装置は、例えば液晶テレビに好適である。
【符号の説明】
【０１５３】
　１０１～１０８　画素
　１２ｉ　１２ｊ　１２ｍ　１２ｎ　トランジスタ
　１５ｘ　１５ｙ　１５Ｘ　１５Ｙ　データ信号線
　１６ｉ　１６ｊ　１６ｍ　１６ｎ　走査信号線
　１７ｉ　１７ｊ　１７ｍ　１７ｎ　画素電極
　１８ｐ　１８ｒ　１８ｓ　保持容量配線
　α　β　画素列
　Ｐｉ　Ｐｊ　Ｐｍ　Ｐｎ　パルス（走査パルス）

【図１】 【図２】
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